
報告様式 ３ 
いじめ問題に関する取組の実施状況 

 

評価項目 評価観点等の内容 
評価 

(最高 4) 
分析及び改善策 

１ 日頃の児童生徒理解  
 
 
 

・日常的に生徒の言動を観
察し、生徒が示す小さな
変化や危険信号を見逃
さないように努めてい
るか。 

３.８ ○生徒との会話や生活ノ
ートなど、日頃から生
徒のサインに気づくよ
うに努めた。 

○日々の出欠・遅刻等の
状況をホワイトボード
で把握し、家庭連絡や
生徒指導に生かした。 

○家庭への連絡や訪問を
行い、生徒や家庭の状
況把握を行った。 

２ 未然防止や早期発見  
 
 

・定期的にアンケートを実
施したり、日々の観察で
問題の把握に努めてい
るか。 

・ささいな兆候であっても
いじめとの疑いを持っ
て早期発見に努めてい
るか。 

３.７ ○いじめの芽・兆候もい
じめと捉え、日常的な
観察や生活アンケート
を通していじめの早期
発見に努めた。 

○心の教育の充実を目指
し、道徳科の授業に全
教員で取り組んだ。 

○新型コロナウイルス感
染拡大状況におけるい
じめや差別がないよう
に校長による講話を行
った。 

● 生徒に「いじめは絶対
に許されない行為であ
る」「いじめの傍観者も
その行為を許している
ことになる」というこ
とを再認識させる。 

３ いじめへの迅速適切 
な対応 

 
 
 
 

・いじめの通報・発見があ
った際に、速やかに関係
教職員に連絡し、情報を
共有し、対応している
か。 

・生活アンケートや個人面
談で正確な情報収集を
行い、生徒の寄り添う指
導を行っているか。 

３.８ ○日頃から学年所属職員
間で生徒のことを話題
に挙げ、小さな変化に
気づき、共有する雰囲
気づくりに努めた。 

○毎月の生活アンケート
や学級担任による教育
相談、心の教室相談員
や SCによる相談、保健
室での対応など、相談
機能の充実を図った。 

４ 組織的な取組 
 
 
 
 

・日常的に、生徒指導部会
や学年部会を中心とし
て生徒の情報を共有し
ているか。 

・いじめが起こった場合に
は、対策委員会を中心と
して、機動的、組織的に
対応する体制が整備さ
れているか。 

３.９ ○毎週の生徒指導部会や
特別支援教育部会で各
学年の状況を共有し、
対応策について検討し
た。 

○事案によっては、学校
教育課やこども政策
課、児童相談所等の関
係機関と情報を共有し
連携して迅速に対応し
た。 



５ 方針等の共有 
  （保護者・地域） 
 
 
 

・「いじめ防止基本方針」や
「家庭教育 10 か条」の
内容を家庭・地域に周知
し、その内容や取組の共
有を図っているか。 

３.２ ○メディア安全講習会を
生徒向けに実施した。 

●情報モラルやメディア
依存に関する生徒指導
上の問題が起こった。
コロナ禍で本年度は実
施できなかったが、家
庭教育学級などを通し
て、「いじめ防止基本方
針」や「家庭教育 10か
条」について共有する
場を設ける必要があ
る。 

６ その他 
  学校教育目標の実現 
 
 
 

・「豊かな人間性を身に付
け、たくましく自分の人
生を切り拓いていく生
徒の育成」という学校教
育目標の実現に向けて
努力しているか。 

３.４ ○ふるさとキャリア教育
に関する研究を通じ
て、生徒に身に付けさ
せる資質・能力を再確
認することができた。
その土台となる学力に
ついても、全職員が一
丸となってその向上の
ために尽力し、学力調
査などにその成果が少
しずつ出てきている。 

○校内の環境整備や校則
見直しなどを通して、
生徒の主体性を向上さ
せることができた。 

 


